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あけましておめでとうございます！ 子どもたちの元気なあいさつで、新しい 1 年が幕を開けました。

今年もうがい、手洗い、せきエチケットで、感染症予防をしながら元気に過ごしましょう。 

皮膚の状態によって保湿剤の種類を 
上手に使い分けましょう。 

水痘の感染報告が続いています 

近年、ワクチンの普及により水痘患者全

体の数は減少していますが、ブレイクスル

ー水痘の報告は増加しています。 

ブレイクスルー水痘とは水痘ワクチンを接

種した人が、その後水痘ウイルスに感染

し、発症してしまうことを指します。 

 

ワクチン未接種の人に比べ、症状がごく

軽度（発熱がない、発疹の数が少ない、水

疱にならない等）で済むことが多いのが特

徴です。 

 

しかし、軽症であっても感染源となり他

の人にうつすため、登園には医師による意

見書（治癒証明書）が必要となります。 

おねがい 

医療機関を受診し、感染症と診断された場合や検
査の結果、感染症が陽性と判明した際にはすみやか
に園へ報告をお願いします。 
 

連絡いただくことで、園内でも感染症対策を強化
したり、お知らせを出したりすることが出来ます。 

寒さが一段と増す季節となりました。気温と湿度が低

くなるために肌が乾燥しやすくなります。また、感染症

対策の消毒による手荒れにも注意が必要です。 

子どもの肌は大人より皮膚が乾燥しやすいため、日頃

から保湿ケアを行っていきましょう。 


